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７．研修を行って 
７．１．活性炭の回収 
捕集については問題なく行うことができ
た。チューブをカッティングする際，力加減
や折る方向に戸惑ったが，慣れると容易にで
きるようになった。カッティング後のチュー
ブの様子を図６に示す。活性炭を取り出す際，
前層の前にあるグラスウールは容易に取り外
すことができ，褐色バイアルに移すことがで
きた。しかし，チューブが細いため前層と後
層の間はピンセットが入らず取り出せなかっ
た。そのため，排気側から針金を使用して取
り出そうと試みたが，グラスウールが上手に
ずらせなかったり，活性炭が挟まっていたり
したため作業に時間がかってしまった。 
 
 
図６ カッティング後の様子 
 
グラスウールの取り外し方についてメーカ
ーに確認したところ，シリンジ針のような細
いもので引っかけながら取り外すとよいと返
事をいただき，後日再度挑戦した。シリンジ
の針先を使用した場合，無事取り出すことが
できたが，先が尖っているだけで引っかかり
にくく，慣れるには時間がかかるように思え
た。シリンジ針とは別に，かぎ針状をした工
具を東技術職員に作製していただき試したと
ころ，より容易にグラスウールを引っかけ取
り外すことが可能となった（図７）。 
 
 
図７ 奥のガラスウールをかぎ針状工具で 
取り出している様子 
７．２．その他作業について 
脱着溶媒を入れる際にマクロピペットコン
トローラーを使用してホールピペットに溶媒
を吸い上げたが，マクロピペットコントロー
ラーの使用に慣れていなかったため作業に少
し時間がかかった。 
使用済みの活性炭は最初溶媒で濯いで廃棄
していたが，溶媒を大量に消費する問題があ
った。しかし，溶媒が揮発し活性炭が乾燥状
態になれば溶媒を使用せずに廃棄できること
が判明した。  
1回目の研修後，チームで意見を出し合っ
た。活性炭が作業台に広がることを防ぐため
にステンレスバットを購入したり，大量のバ
イアルの区別をするためにラベルシールを取
り付けたりする等，より良い測定ができるよ
うに改良した。 
 
８．後期の測定を振り返って 
図８は図１と同じ居室を後期に測定した結
果である。検出されるピーク数が前期と比較
して減少しており，またピークの重なりがな
いことから物質の同定が容易となった。次年
度以降の測定も固体捕集法で実施し，より同
定が良くなるような条件を検討していこうと
考えている。 
また，今回はコロナ禍で密集を避けるため
に基本1人で全ての作業を行ったが，今後は測
定物質が増えていくため，チームの協力がよ
り重要となる。少しずつより良い作業を行っ
ていけるような体制を整えていきたいと考え
ている。 
 
 
図８ ECDでの測定結果 
 
 
 
